
輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイルス）感染が疑われた事例  

（7月5日報告）について  

1 経緯   

平成18年7月5日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液及び血小板濃厚液）に   
よるHBV感染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があった。   

2 事例  

70歳代の男性。原疾患は血液腫瘍。平成16年5月25日から平成16年11月   

4日までの間に赤血球濃厚液合計4単位、濃厚血小板合計60単位を受ける。   

輸血前の血液検査（平成15年8月22日）ではHB s抗原検査陰性であった。輸   

血後の平成17年12月9日に、HB s抗原検査陽性であり、AST40、ALT4   

3であった。   

その後、原疾患の再発のため、平成18年4月26日再入院し、28日抗がん剤使   

用、5月2日にHBe抗原陽性、HBV－NAT陽性、AST23，ALT29であったが、同3日、   

黄痘が出現、同13日急激に肝炎症状が悪化し（AST161，ALT387）、インターフェ   

ロン等を使用するが、黄症増悪、平成18年5月25日に肝不全で死亡。主治医は当  

抑係はないとしている。   

3 状況  

（1）輸血された血液製剤について   

（∋ 当該患者には8人の供血者から採血された赤血球濃厚液、濃厚血小板を輸血。   

（3 8人の供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血祭は8本すべ  

て使用済み、新鮮凍結血祭1本は医療機関に供給済み。  

（2）8人の供血者について  

供血者8人全員が献血に再来し、すべてHBV関連検査陰性。  
（3二）供血者個別NATの試験結果  

輸血時の供血者8人の供血時の保管検体について、個別NATを実施したところ  

すべて陰性であった。   

4 今後の対応  

（1二）血液の安全対策の推進  

「輸血医療の安全確保のための総合対策」を着実に実施する。  
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輸血用血液製剤でC型肝炎が疑われた事例  

（2月15報告）について  

1 経緯等   

平成18年2月15日、日本赤十字社から輸血（赤血球濃厚液）によるHCV感染  
の疑いの症例の報告があった。その後、当該症例の死亡が確認され、日本赤十字社か   
ら3月8日に追加報告があったものである。  

2 事 例   

70歳代の男性。原疾患は血液腫瘍。平成17年8月13日から平成18年1月3  
0日までの間に、輸血（濃厚血小板液10単位47本、赤血球濃厚液2単位21本、 「 

9
性
 
 

新鮮凍結血祭5単位7本、同2単位4本、同1単位2本）を実施。患者は、2月1  
日に急性循環不全により死亡。患者の輸血前（8月12日）のHCV抗体検査は陰  

であったが、本年1月30日にHCVコア抗原の陽性が確認され、2月14日のAS  
T／ALTは67／192であった。  

3 状 況  

（1）輸血された輸血用製剤について   
・ 当該患者には、81人の供血者から採血された赤血球製剤、血小板製  剤  

及び新鮮凍結血祭を輸血。   
・当該製剤と同一供血者から製造された70本の原料血祭のうち67本は確保・  
廃棄済み（3本は使用済み）。新鮮凍結血祭は、14本製造で11本確保済み（3  
本は医療機関供給済み）。赤血球製剤6本は医療機関供給済み。   
（2）検体検査の状況  
保管検体81本のHCV個別NATはすべて陰性。   
・供血者81人中76人が献血に再来又は再採血し⊥HCV関連検査は陰性であ  
った。   

（3）患者検体の調査   

・輸血後の検体でHCV－RNA陽性が確認された。   
（4）担当医の見解   

・C型肝炎が死期を早めたと思われるが、輸血かC型肝炎の原因であるとの証明  
はされていないとのこと。   
（5）併用薬等  
当該患者は、輸血と同時期に乾燥アンチトロンビン、乾燥スルホ化グロブリ  
ン、人血清アルブミンを併用していた。  

4 今後の対応  

（1）今後、遡及調査ガイドラインの徹底を進める。  
（2）再来していない供血者5人のフォローアップを引き続き行う。  
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輸血用血液製剤で細菌感染が疑われた事例（11月27日報告）について  

L 
＿  

平成18年11月27日、日本赤十字社から輸血（血小板濃厚液）による細菌感染疑い   
の症例の報告があった。   

乙 
＿  

：20歳代の男性。原疾患は血液疾患等。   

平成18年11月17日15時40分、輸血（新鮮凍結血祭6単位）を開始し、22時  
1∫∋分まで実施。その後異常なく、同日23時35分、輸血（血小板濃厚液10単位1  
本）を実施。11月18日1時15分、39℃の発熱、2時以降ショック状態となり、4   
時！う3分に死亡が確認された。   

医療機関における輸血後の患者血液の培養検査で、Klebsiellapneumoniae及び  

Bacilluscereusが検出された。   

主治医は、経過より何らかの汚染が考えられるとしている。  

⊥ 
＿  

（1）輸血された輸血用製剤について  

・ 当該製剤と同一供血者から製造された1本の原料血祭は確保済み。   

（2）検体検査の状況  
日本赤十字社において、同一採血番号の血祭1本について、細菌培養試験を実施  

したが、Klebsiellapneumoniae及びBacilluscereusは検出されなかった。  

・ 当該製剤は採血2日目の照射濃厚血小板。   

（3）担当医の見解   

・経緯より、何らかの汚染が考えられる。患者死亡と当該製剤との関連性は不明。   

4 今後の対応、その他  

（1）ぎ検体検査及び患者検体の調査を実施し、細菌感染の有無及び輸血用血液製剤との  
因果関係を明らかにする。  
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平成18年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  
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園内輸血例  

■  供血者先遡及の場合  
日赤番号  撫別番号  F入X受付日  報告受領日  一般名  

● 性  霹染療名  鱒与年月  投与御株暮 （年月）  投与後模壬 （年月）  愛血書■別 仙人T  離血書■別NÅT  併用血液＃刑 専  傷考   

瑚   使用■拉 数  供血書再 ♯血族  同一供血書製 椚ヰ保※  同「供血書璽剤 使用顔  感染症 琴転事■  転鵬   の供血老提督検体 （抗臥抗体、－呵∧T〉  
‖胞．霊i【瞳占） 

輸血によるHBV感染報告例（疑い例を含む。）  

二二1 「1  

供  
・供血看は真二’‾  

H8写Ag（－）  08000】16（2叩6．8．14未完了報  
（OZ／02）  

H8＄Ag（◆）  

昔）の対t製剤のうち、感染  

（04／02）  

痘報告に暮づく調査でNAT瞞  

Hl〕∨－DNA（◆）  

性が判明した供血者の過去  
HBsAよ◆）  

の献血血液の研究的遡及礪  
H8sAb（－）  

査に基づ〈情報提供に対して  
HBoAd◆）  

の報告症例。  

HB8Ab（－）  

・患者と献血者ウイルス相同  
Hl）cAb（◆）  

性を比劇するたれ当該保管  
lgM一日BcAb（－  

検体にてPCRを実施したが増  
幡しなかったため、患者機体  

）  

（ひl′02）  

と同一紺血書榛体とで  
H8V－ONA（＋）  

ProS／S領域を含むP領域前  

HBsAd◆）  

半前の1550bpの塩益配列を  

目白8Ab（－）  

比較したところ、33簡所にお  
いて相違が見ら九た。患者桟  

HBtl人丘（－）  

HBo人山十）  

体と同一献血者検体のHBウ  

（04／03）  

イルスほGonotypoCで壌墓  
配列からSubty印さdrと推定し  

HBV－DNA（◆）  
俣甘検体1本に  た。また、¢○帽  

H甘db（－）  pr【lmOt●「／ProC領域223bpに  】本の原料血策  
人赤血球濃厚液  01／08  H80Ad－）  ついてHBV一  てPrtlCoroま異の有兼を判  を製造し、使用  
（追加分〉  （追加分〉  NAT（◆）  

原料血幣は全て  
3－06157  男  TO  血液胃l傷   β型肝炎  03／08  

洗浄人赤血球浮遊液  03／03－10  保t検体25本に  定したところ、患者検体欄 nt18g8が文具したProCl打合 Mubntであった。一方、同一  
人血小坂濃l事液  03／0：〉   HBV－DNA（－）  ついてH【IV一  献血者検体はnt1898の書異  炸、8本の新鮮  

（04／07）   NAT実施予定。  はなかった．   
凍給血策を製  
造．   

H【】∨－DNAト）  

桟董結果を受けて、r当該輸  

HB＄Ag（一）  

血製剤と患者保存欄欄の  
HBsAb（◆）  

HBV壇暮配列が一致せず、  

HBoA書（－）  

因果関係はないと思われる。  

H80Ab（◆）  

しかし患者が急性臼型肝炎を  
（04ハり  

発症しているのは確実であ  
（05／1t）  

り、当該製剤以外の輸血製剤  
lこH【）∨が混入していた可能性  

目白sAg卜）  

日日sAb（＋）  

があるため、この患者にそれ  

H【）cAb（◆）  

までに使用した血液ゼ刑の個  
日日∨一DNA（－）  

別IIAT榛董を実施する必暮  

（02／0ヰ）  

があると考える．」との担当医  

‖BV－DNA（◆）  

の見解が得られ、0：〉年3月20  

（03／1（”  

日～tO月2日に輸血された25  

目白sAb（－）  

本が被疑薬として追加され  
H8GAb（◆）  

た。   

H8V－DNA（◆）  

（04／02）  

患者検体とH8V－DN人鴫†生保  
管樟体（以下、「献血者横  
体」）とでPreS／S領ヰを含むP  
領域前半部のt550bpの塩纂  

原料血，たは¢本  

配列の比較を試みたが、獣  使用済み、赤血  

血書検体のウイルス義が縫  球M∧Pは全て医  

徹1であったためPCRで増幅  療機関へ供給濱  
されす比較することができな  み。  

HβきAg（－）  かった。  川本の原料血  
（08／叫）  Gonotypo及びSubtyp8を決定  5／10  
HBV－DNA卜）  するために、患者検体と職血  （保管検体  

3－0引67  A－06000183  2（旧¢／11ハ6  2（氾8′‖／30    女  ヰ0  産科出血   B型肝炎      （0（さ／06）   H【】∨一  

】本日8V－NAT（◆〉  件の日日ウイルスはともに  なった献血  
HBcA以－）  

Gon【巾叩88で塩墓配列から  
HBV－DNA（－）  Subtypoadwと推定した。な  なし。）   
（06′06）   お，同領域における両検体の  み。   王事MAPは医療機  

塩暮配列は一致した。  関へ供給済みで  
CoroPro【OtOr／Pro－Coro議  あり、赤血球  

域の変異を確認するために MAPを輸血され  
た患者は肝疾患  、 患者検体と献血者緋体とで同 領域を含む233bpの塩基配列 を決定したところ、両検体とも に野生株であった。   にて死亡。   

N
の
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国内輸血例  
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国内輸血例  

■  供血警乗遡及の1合  

日赤番号  舶1番号  書 性  撼染虚名  数   使用単位   供血事項 麒血Ⅹ  同一供血重曹 刑ヰ欄灘  同一供血看製剤 鱒用※   感染症 筆転鱒  鱒鱒   の供鳳善保讐検体 ＝（抗原、抗体、＝N∧Tト  
撼嬉塵点し⊥⊥⊥二   

H88～（◆）  

H8与仙（－）  

H8●Ag（十）  

HBsA上（一）  

（○¢／08） H8 母はHBsAg（－）、HBsAb（一） 
HBcAb（－）．日日oAb卜）であり、  

母子感染は否定され、輸血に  

（08／08）  
よる感染と考えられる．  

（0‘／09）  

H8V－ONA（＋）  

（08ハり   2ノ8  3本の原料血 療、3本の新鮮 一・■■■・・ の赤血球MAPを 製造。原桐血策 は全て縫保濱 み。  新鮮凛縮血緊、 赤血王乗MAPは全 て医療機関へ供 絵済み。  1t  不明  A－0¢000192   

NATで陰  
前後で   

ユー0（l148 3－06168  A－08∝旧1：‡5 A一－08tX和18ヰ  

2006／12／8   

陽   

4本の原料血  

焚、3本の新鮮 凛給血策、7本  
tl単位  5′7     の赤血球MAPを  

璽i丘。原料血焚  

は使用を石丸を  
調査中。   

・「血液製剤の遡及調査につ  
いてjに－づく症例。  

医療機関への情報縫供に伴  
い実施した保管検体個別  
NATで、HBV－DNA卜）が確認  
された．  

当該献血 
当抜輸血血液（新鮮凍縮血  

Hβ∨関連株壬適合 
． 保管検体1芦別HBV－ MTト）  

策）と同一採血書号製剤よ リ、l本の原料血策、一本の赤  軽快  
（05／09）   管検体個別Hβ∨－NATト）  

血球山人Pを製造。原料血策  （06／09）  

は使用の有九を調壬中。赤  
血球M∧Pは薫榊廃棄済み。  

・同時期に輸血された血液1l 本についても調査   3－06179  A」）6㈱t95   2（旧8／12／22  新鮮凛綿人血難 斬l畢：吉結人血靖  女  30  消化器疾患  B型肝炎  Ot；／0丁  Hβs人名（」 HB＄Ab（－） （06／07）  HβsA且（十） HBsAb（－） （0（事／10） HβsA戚◆） H【】sAb（－） HEloAt（－） Hβ■∧b（◆） 日日cA♭（－） ltM‾ H8cAb（◆） HBV－DNA（＋） （0るハ2）  HBV関連桟董 実施予定  保t機体2本に ついてH8V－ NAT実施予定。  乾 
N
∞
 
 



国内輸血例  

の供血著保管檎應  
（抗原、抗体、HAT）  供血舌先遡及の糧食の供 血書の検査値  
皇時点L 

輸血によるHCV懲染報告例（疑い例を含む。）  l 1 一 l－ ′ん’】 、′l  
ll        l  

i＿l 

陽転事例  

人赤血球濃厚液（放射繊照射）  
人血小栴濃厚液（放射線照射）  
斬l雷蔵結人血策   人血小梅濃厚液HLA（放射綿照 I事）  

HCV－Ab（－）  

（06／04）  

HCV－RNAト）  

（06／0ヰ）  

08／0ヰー09  

08／04－89  

Ot）／肌   08／08  

血液性■  

消化器疾患  人赤血球濃厚さ座（放射線照射  

HCV－Abく－）  

（0（－／05）  

HCV－Ab（－）  

HCVコアAgト）  

（06／08）  

HCV－RNAト）  

（06／06）  

Ot〉／06－09 06／08  
人赤血球濃厚液 人赤血球濃厚液（放射締阻射  

C型肝炎  

消化挙疾患、血液疾 患  
C型肝炎  人赤血球濃厚；夜（放射線照射）  

人赤血球濃厚液  

呼吸器疾患  人赤血球濃厚液（放射線照射）  



国内輸血例  

供血者先畢及の萌合  
使用単位  の供血蕃保t機体  

憾染症名  投与年月  投与椚機壬 （年月）  投与後検壬 （年月）  賛血看■別 仙T  薫血肴■別NAT  併用血液製刑 尊  儀考  蝕   ♯血弊  同 
l給与爵点）∴   

輸血後NATで陰   

HCV一人b卜）  

（08／鋸）  

HCV一人b（◆）  

HCV－Ab（－）  
1本の原料血  
禦」本の新鮎  

男  
HCV一人b卜） HCV－RNA（－）  

2単位 40単位  8′9    凍，毒血策を製 造。原料血弊、  軽微  回礫  
（06′03）  

新鮮凍結血難  
HCV－A♭（＋）  

は確保済み。  

HCV－RNAト）  

（06／09）   

HCVコアA右（－  

〉  
HCV一人b（－）  

（04ハ1）  

HCV－Ab EIA 担当医より、死亡と本納との 関連性なしとのコメントあり 
．   を製造。   にて死亡）   

HCV－RNA（－）  

（05／07）  

HCV－RNA卜〉  

（08′Og）   

3本の原料血  
HCV－Ab（＋）  

HCV－A山一）  
幣、4本の紡l拳  

ご・…  凛総血難を製  
8上位  0′5     遣。原料血欺は  中等度  軽快  

（00／05）  
確保済み．新鮮  

（08ハ0）  
凍結血弊は全て  
ヰ保済み。  

HCV－Ab（一）   
11本の原料血  
難、】本の新鮮  
凍縮血耀、3本  

0¢／09 06／09  20単位  の赤血球Wを  
川1位  
20単位  は9本棟保済  

み、新II凍結血  
，か本は確保濱  

み。   

5本の原料血  

造。   
10単位   

3－Ot；145 ユー08】ヰ8  A－06∝〉0134  2∝）8／9／28  2叩6／＝）／11 2006／10／t8  人赤血球事一事液 新鮮凍結人血策 人赤血球▲厚液く放射檜照射）   男  50 80  消化馨疾患  C聖肝炎  08／03 0（事／04   （08／02）        H（⊃∨－RNA（－） （0¢／09） HCV－Ab（－） HCV－RNA（－） （06／04）     体位（ll血前） は性（輸血後）  保管検体9本に ついてHCV一 NAT（－）                             ユ ■・■●● ：  2（巾6／TO／4      循す蕃疾患  C型肝炎  05′0丁     ：（－） PHA：（＋）      （Oti／08） H¢V－RNAト） HCV－Ab（◆） （08／09） HCV一仙 EIA：（◆〉 PHA二（＋）    l暮†生（輸血前） l暮性（ll血後）  保管機体3本に ついてHCV－ NAT（－）  

輸血前後で陽  

5斉み。   

陽転未確認享  

C型肝炎  

40 80   

g
 
 

5／7   



国内輸血例  

の供血書保曽検体 （抗原、抗体、H八丁）  供血著発遡及の場合の供 血書の捜査値  

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）   
「 亀l【1「l＋ 、 r ∬’【▼‡  

l  l  1執血着発遡及の領奄十  

■
 
 

凪・＝  投与前榛責 （年月）  投与後払鎗 捜暮（年月）  受血書機董  俣t機体検壬   

・当抜製剤のセ  
グメントチューブ  

院内にて息  で錮錮同定試鹸 を実態：  

者血培実施  
Enterococcus  ∈ntoroく．0¢CUS  

0（～ノノ10  sp．及び  sp，およぴ  
St司Phy嘉ococc  SaUrl）∪5（MRSA）  

は検出されず  
aurou5（MRSA  ・同一採血番号  
）検出   の血策1本で九  

菌試験露施 「適量」   

非溶血性l叫作  

用関連捜壬  
・抗血耀タン  

08／＝）  バク賞抗体樟  
董＝陰性  

・血策タン／くク  

冗欠損検査 
欠損なし  

り亮内lこて患  ・当抜製剤（2  
本）のセグメント  

書血培実施こ グラムl■性球  

菌   
08／10  （Entorococcu sfaecali8）桟  ′くクー抗体檎 i体性  Entoroc（〉CCU与 f 

JiOCa暮is檎出され    出  
・血策タン／くク  

・院内にてIi 血の  

性  前患者 血培実施：陰    井欠損検査： 欠積なし   「適合」   

院内にて患 者血培実施＝  

グラムl慕性梓  
・抗血策タン  

06／10  薗（Sorrさtiさ   

およぴ  
Acjnotob8Ct8  

rb8Um抑nii）  

検出   

同「供血者製剤  
虔用※  薯染症 専髄欄  転帰  

重篤  軽快  

軽勧  

蔓蔦   

回復  
（患者は原  

疾患にて死  
亡．死亡と 血との醐  
増  
連性なしと  
の担当医の  
見暢）  

回復  

中等度  

中零度   

の供血著保管檎償 （抗原、抗体、NAT）  供血著覚遡及の壌含の供 血香の捜査龍   
報告受欄旧  

人赤血球濃脾液（放射線照射） （採血l封ヨ目）  

消化馨疾患  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  
（採血18日日）  

検査紹果より．担当医から本  
症例のIl作用・慰染痘と輸血  
血液との因果関係なしと考え  
るとのコメントあり。  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  
（1采血12日日）  

消化器躁瘍  

検壬精巣より、担当医から本  
症例の怒染症と輸血血液と  
の因果関係なしと考えるとの  
コメントあ仇  

人赤血喋濃厚瀬（放射繚照射） （採血11日日）  

泌尿器嘘瘍  

人血小坂鷹取夜 （採血3日ヨ）  

血液睦事l  

（1本の赤血球MAP  
を分割投与採血  
川、1引ヨ目）  

人赤血球濃厚液  

抗白血球抗体舶遵検査実施  
患者検体クラスⅠ抗体陽  
性．クラスⅡ抗体陰性  

輸血血液クラスⅠ抗体陽  
性、クラスⅡ抗体陽性  
患者リンパ球と輸血血液の交  
差試♯緒果陽性  

人血小板濃厚液（放射擦照射） （採血3日日）  

6／7  



国内輸血例  

■  供血乱数■及の■含  
日赤番号  別書号    報告受錮臼  書 性  感染症名  投与年月  投与紺榛董 （年月）  投与後梼壬 （年月）  愛血書■別 NAT  鰍血書■別H∧T  併用血液凛測 事  ヨ   使用甘癒 ■  供血凛欄 ♯血架  同一供血書換 調書保叛  同十供血書製剤 使用潔  感染症 専転帰  転I■  

地主重点†   
※社蛭兼にさ  不明  

非溶血性■l作 用蘭連棲査  

（点者は蜂  

こ二＝・・  

男   細菌感染  08ハ1  l充内にて患 書血培：陰性    ・抗血＃タン  
†本の原料血歎  血症にて死  

21位     を製造し、確保  亡。死亡と  

′くクー抗傭欄 壬：体性   

；斉み．  I繭血1刺と  

の関連性な  
しとの担当  
医の見解）  

l策内にて患  死亡  
者血絶実篤 （敗血症性  

トhblI●lh  同一採血書号 の血策1本で細 島培事試験を実 施 

一本の原料血幣  ショックにて  
20   

（採血2日目）  
L㌧▲Ⅲ▲  0¢／1l  Pn…mOniao  、  】0■位     を製造、確保済  1t     死亡．死亡   

およぴ  ■州■＝÷  み．  
と本割との  

Bac‖u8  関連性不明  
cortIu与を積出  よぴ8．corous機 出されず。   との担当医  

の見解）  

非溶血性劉作  
用開運横手  
抗血賛タン  

院内にて患  
3－081Tl  こ血▲  書血埼実施：  

1本の原料血凛  

B■C川us  lO単位     を製造し、事暮保  中等度  軽快  
corou8検出  三斉み。  

血策タン／くク  

r欠≠検査 
欠損なし   

蹟内にて患 書血培実庵：  
t本の原料血炸  

3－8（‖74  ・＝■・「、   疾虐  
を製造。原料血   策は使用の有  1t  

グラム陰性＃ 菌を桟出  ■を調査中。  

院内にて慮  
死亡  

者血地実施 
（敗血症 

同一採血番号  
Staphyl01）OC⊂  

DICにて死  

3－0（】t78   
の血幣2本で九  

（採血10日目）   ∪8■U「OUS  虚試験実施予  4旦位    講査中  重賞   
（MRSA）検  

輸血製剤と  
定。  の関連性に  

出。  ついては調  
査中。）  

一本の原料血葬  
男   

（採血12日日）  
続内にて患 看血地：体性  2単位  を製造．原料血  

施予定。   
策は使用の有  1■  軽快  
■を調査中．  

院内にて息  
細菌悪染  0（l／12  

1本の原料血耀  
3－08185   看血培実施  10単位     を製造し、確保  重篤  軽快  

中   施予定。   済み。  

輸血によるCMV感染報告例（疑い例を含む。）                                             男  2M                                   ∧－8¢（旧O19l     人赤血球；一躍液 新鮮凍結人血策    循環苓疾患        lgM－CMV－ Ab（◆） lgG‾CMV‾ Ab（十） CMV－DNA（＋） （08ハ1） CMV－DNAト） （06ハ11    保管機体3本に ついてCMV抗体 検壬実施。 Ⅰ且M－CMV抗体＝ E仏法（－） Ⅰ■G－CMV抗体＝ EIA法（十）    なお、赤血球製剤輸血時に 白血球除去フィルターを使 用。  2単位 2単位      新鮮凍結血策、 赤血王事MAPは全 て医オ機関へ供 輪講み。  軽微  軽快  

】
N
 
 

7／7   




